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【第３期（2024/4-2024/9）】

給付・監査DX 分科会
活動報告・振り返りまとめ
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分科会体制　

分科会長 髙石 尚和（キッズコネクト株式会社 代表取締役）

副分科会長 阿部 考志（岩手インフォメーション・テクノロジー株式会社 代表取締役）

メンバー

小池 義則（株式会社コドモン 代表取締役）

土岐 泰之（ユニファ株式会社 代表取締役）

藤田 将（株式会社MJ 代表取締役）

その他 保育ICTベンダー（日本ソフト開発・両備システムズ 等）の皆様
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● TYPES案件の受託企業が決まり、引き続き協会として全体・個別の動きを踏まえて提言を行う

● こども家庭庁主催の給付ワーキンググループ (ＷＧ)へ参加し、標準仕様検討に向けて分科会内の意見を集

約し、意見を提出

● 保育ICTサービスと給付管理システムにおけるデータ連携の方法等を分科会内で検討・実証準備を開始

● 施設管理プラットフォームにおける事務フロー・
データセット等の検討に対し、クラウドサービス
パッケージを提供しているシステムベンダーの立場
より意見の提出を行う。

● 同WGは、TYPESの実証とも情報共有を行い、机上
検討(WG)・実践(TYPES)の両方から意見だしを行
う。

給付WGでの意見提出

● 給付業務のうち日々の登降園情報を保育ICTサー
ビスから、給付管理システムへデータ連携を行う
仕組みを議論し、開発対応を進める。

保育ICTと給付管理システムのデータ連携検討

成果やアウトプットについて　
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● 4回目以降の給付WGが予定されており、秋頃には全国意見聴取が行われるため、引き続き意見提出を
行い、議論の深堀を行う。

● TYPESの実証が10月より本格化するため、まずはスムーズな実証の開始を目指し、その後は事業運営
会等において分科会の意見だしを行う。

【4期】給付ワーキンググループに参加し、
分科会内の議論および意見だしを継続

残論点や課題/４期活動について

【4期】TYPESの実証に参加し、事業運営検討会などで意見だしを実施
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協議会の共有

● こども家庭庁主管の”保育分野における事務フロー・データセット等に関する協議会”について、
下部組織の給付ワーキングに参加し、給付業務の標準化検討に対する意見だしを実施

協議会 給付/監査ワーキング・グループ

https://www.cfa.go.jp/policies/hoiku/hoiku-dx/bdc8cda2
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● 保育業務ワンスオンリーの実現に向けて、デジタル田園都市国家構想交付金TYPESを活用し、
意欲ある自治体と協力して先導的な取組を実施する旨を共有

TYPESの共有
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TYPESにおける保育ICTとのデータ連携　

● TYPES”保育ワンスオンリー”の要件となっている保育ICTと給付管理システムとのデータ連携につ
いて、データ連携の方法やデータ項目を共有

自治体
コード

園コード ICT管理
園児コード

園児名 日付 登園時間 降園時間

XXXX XXXX XXXX 鈴木太郎 2024/1/19 8:34 18:30

XXXX XXXX XXXX 佐藤花子 2024/1/19 8:10 16:15

• 月次の給付請求業務においては、13事業におい
て登降園実績のデータを自治体へ提供すること
が求められており、ICT導入していても自治体
側が求めるデータフォーマットが自治体毎に異
なっており、施設側の負担になっている。

• 登降園実績データなど給付業務に必要な情報を
給付管理システムへ連携することで、保育施設
の業務効率化を実現する「保育ICTシステム」
を提供する民間事業者と連携し、本事業を実施
することが求められる。

背景・事業要件 方法・項目

保育ICT 給付管理システム

APIもしくは
CSVによる連携
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　参考資料：こども家庭庁 R7 概算要求


